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次世代と考える
被爆体験の継承

中
央図書館では、被爆70周年の節目を迎えた平
成27（2015）年度から、次世代を意識した、「伝
える」「つなぐ」という視点からの展示を行っ

てきました。今年度は、被爆の実相や被爆体験につい
て伝える活動を行う高校生・大学生の取り組みに焦
点を当て、所蔵資料や写真パネルで紹介しています。
アニメーションなどの映像作品や原爆をテーマにし
た演劇の映像などもモニター上映しています。
　この特集では、企画展の一部を紹介します。若者の
活動を通じて、被爆体験の継承について私たちが今
できることを一緒に考えてみませんか。

　基町高等学校普通科創造表現コー
スの生徒が被爆体験証言者と協同し、
証言者の記憶に残る光景を描く「次世
代と描く原爆の絵」。平和記念資料館
が平成16年度から取り組む事業で、同
コースは平成19年から継続して、有志
生徒が制作ボランティアとして参加
しています。

　皆さんのお手元に、被爆を伝える資料はありませんか。
　昭和20（1945）年8月6日に広島で被爆した身の回りの品々や衣類、被爆
当時の様子を描いたご本人やご遺族の手記、追悼記、手紙、日記の他、亡く
なられた人の遺影、被爆前後の広島を伝える写真など、身近な品々が被爆
の事実を後世に伝える貴重な資料になります。

問被爆資料など／平和記念資料館学芸課（T241-4004、F542-7941）
　　遺影・体験記など／原爆死没者追悼平和祈念館（T543-6271、F543-6273）

　被爆の実相を知る被爆者が年々減っていく
中、未来を担う多くの若者たちが被爆体験を継
承するための活動に取り組んでいます。中央図
書館（中区）では、高校生・大学生の取り組みを紹
介する企画展「ヒロシマを受け継ぐ-若者たち
の取組-」を9月6日㈰まで開催しています。
問中央図書館（T222-5542、F222-5545）

被爆資料・遺影・体験記を
お寄せください

被爆ピアノがモチーフの協奏曲
「平和の夕べ」コンサートで世界初演

　「平和の夕
ゆう

べ」コンサートは、平和への願いが込められた演奏により、原
爆犠牲者の慰霊、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現という「平和への思い」
を共有する催しです。今年は、気鋭の作曲家藤倉大

だい

氏が被爆ピアノ「明子さ
んのピアノ」（下記に詳細）をモチーフに作り上げたピアノ協奏曲「A

ア キ コ ズ

kiko's 
P
ピ ア ノ

iano」を、安佐南区出身のピアニスト萩
はぎわら

原麻
ま み

未氏が世界で初めて演奏し
ます。また、6日㈭のコンサートの動画をライブ配信する予定です。

　「明子さんのピアノ」の明子さん
とは、75年前の8月6日に広島で被
爆し、19歳の若さで亡くなった女子
学生河

かわもと
本明子さんです。明子さん

は、1926年5月にアメリカのロサン
ゼルスで広島出身の両親のもとに
生まれました。父親が購入したアメ
リカ製ピアノと共に、6歳の時に一
家で帰国。その後、三滝町（現在の西
区三滝）で暮らし始めました。
　明子さんは、勤労奉仕中に現在
の中区八丁堀周辺で被爆、翌日に
両親にみとられて亡くなりました。
　三滝の家で原爆の爆風で傷付い
たピアノが見つかったのは、2002
年のことでした。後にピアノを修
復した調律師は、鍵盤の状態など
から明子さんが大変熱心に練習し
ていたことが想像できる、と話し
ています。

「平和の夕べ」コンサート
日8月5日㈬、6日㈭の午後6時45分～8時45分（開場午後5時45分）
場広島文化学園HBGホール（中区加古町3-3）

【出演】指揮：下
し も の

野竜
た つ や

也　ピアノ：萩原麻未　メゾ・ソプラノ：藤村実穂子

【プログラム】
●ペンデレツキ：シャコンヌ（ポーランド・レクイエムより）
●藤倉大：ピアノ協奏曲第4番「Akiko's Piano」（萩原麻未）（世界初演）
●ベートーベン：カバティーナ（弦楽4重奏曲第13番より）
●マーラー：亡き子をしのぶ歌（藤村実穂子）
●バッハ（齋藤秀雄 編曲）：シャコンヌ（パルティータ第2番ニ短調
BWV1004より）
￥S席5,000円、A席4,000円、学生2,000円。チケットは広島交響楽団事務局などで
問広島交響楽団事務局（T532-3080、F532-3081）

光の肖像展プロジェクト
市立大学芸術学部油絵専攻

令和2年度　被爆体験継承事業　企画展
ヒロシマを受け継ぐ
-若者たちの取組-

【期間】7月4日㈯～9月6日㈰
【期間中の開館時間】
●火～金曜日／午前9時～午後7時
●7月・8月の土・日曜日、7月23日㈷、24日㈷、8月
6日㈭、10日㈷／午前9時～午後6時
●9月5日㈯、6日㈰／午前9時～午後5時

【会場】中央図書館2階展示ホール
【休館日】月曜日（8月10日㈷を除く）、7月28日㈫、31
日㈮、8月11日㈫
問同館（T222-5542、F222-5545）

「明子さんのピアノ」とは

平和を願う銅板折り鶴
市立広島工業高等学校機械科

平和のモニュメント制作
市立広島商業高等学校

被爆の痕跡、慰霊碑巡り
ノートルダム清心中・高等学校

　生徒たちは、証言者の被爆体験を聴
き、想像を絶する光景をどう描くのか
悩みながらも、資料を集め、証言者と
何度も打ち合わせを行い（メイン写真
右）、約半年から1年かけてこの「原爆
の絵」を描きあげます。
　完成した「原爆の絵」は平和記念資
料館に寄贈され、それぞれの証言者が
修学旅行生などに被爆体験を話す際
に、当時の状況をより深く理解しても
らうために使われます。

　平成16年度から、同専攻の学生や
教員らが中心となって広島の被爆者
やその二世・三世に当たる人々の肖
像画を描き、展示公開しています。被
爆者と向き合い、対話し、描き、現代
のさまざまな価値観の中で絵画の本
来的な意味と価値を問い掛ける展覧
会を国内外で行ってきました。
　制作者や制作年などの作品情報
は、市立大学芸術資料館のホーム
ページでご覧いただけます。

　平成17年から同科3年生が授業の
一環として、銅板を使った折り鶴の
制作を始めました。工具を使用して、
銅板をたたいて折り曲げ、折り鶴に
仕上げます（写真、メイン写真左）。平成
28年からは、被爆の実相を学ぶため
に国連軍縮フェローシップ・プログ
ラムで来広する若手外交官に記念品
として手渡しています。
　令和元年11月には、初来広された
ローマ教皇にも贈りました。

　同校生徒のビジネス体験学習と平
和貢献を目的に、平成19年度から開
催している「広島市商ピースデパー
ト」。生徒が中心になって考案、制作
した商品を販売する他、ピース部門
の生徒がさまざまな平和貢献活動を
行っています。平和の祈りを込めた
モニュメント（立体作品）制作もその
一つです。毎年テーマを設定し、昨年
度のテーマは、「平成を振り返り、これ
からの平和を考える」（写真）でした。

寄贈／小林イク
子さん　
被爆により17歳で
亡くなった兄・哲夫
さんの習字作品。
妹のイク子さんが
今日まで大切にし
てきた

寄贈／上原允
ち か こ

子さん
原爆で母と兄妹を失
くした夫・晴彦さんが
8歳で被爆した時に
着用していた上着。平
成28年に亡くなるま
で家族に原爆の話は
ほとんどしなかった

※上記2点は、いずれも平成30年度に寄贈され、現在開催中の新着資料展で展示しています

慰霊碑巡り
進徳女子高等学校

「閃光」　被爆体験証言者／笠岡貞江さん
制作者／小川美波さん　平成27年度制作 油彩画

「肖像No.27」

制作者
大畑稔

としひろ
浩さん

平成17年度制作
油彩画

「VR爆心地」の一場面。手前は元安橋、奥が産業奨励館
（細

さいくまち

工町、猿
さるがくちょう

楽町。現在の中区大手町）。右写真は制作風景
※企画展では「VR爆心地」のデモ映像を上映します

未来を担う
若者たちの取り組み 　2005年夏、修復されたピアノは

被爆60周年を祈念するコンサート
でその音色を響かせます。
　2013年の8月6日、萩原麻未さ
んは、神崎小学校（中区）の児童を
前に明子さんが好きだったという
ショパンの曲を奏でました（下写
真）。また、昨年8月6日に広島港
で行われた船上コンサートで、萩
原さんは再び明子さんのピアノで
平和を祈る音を紡ぎました。
　被爆75周年の今年、萩原さん
は、新たに作られたピアノ協奏曲

「Akiko's Piano」と共に、明子さ
んのピアノに向き合います。

留学生を英語で案内
広島なぎさ中学校・高等学校

次世代と描く原爆の絵
市立基町高等学校創造表現コース

特集　被爆体験の継承

VR爆心地
県立福山工業高等学校計算技術研
究部

平和を願う銅板折り鶴
市立広島工業高等学校機械科

　『原爆投下直前の産業奨励館（原爆
ドーム）の前に立つ。セミの声が聞こえ、
背後には朝日にきらめく元安川の川面
が見える。直後、空襲警報の音、上空から
の轟音…』これは、専用のゴーグルとイ
ヤホンを着けて、被爆時の広島を体験
することができる約4分間の映像「VR

爆心地」の一場面です。あの日起きた
ことをできるだけ忠実に伝えるため、
VR（バーチャルリアリティー・仮想現
実）の技術を使って、同部の生徒が制
作しました。元住民の証言や資料、検証
結果をつき合わせながら、建物の高さ
や色、音を映像化しました。生徒たちは

「原爆の恐ろしさを
これまで以上に実
感しました」と振り
返ります。

次世代と描く原爆の絵
市立基町高等学校創造表現コース

　広島と平和への理解を深め、自分
の思いを世界に発信する力を養うこ
とを目的に、毎年、高校1・2年生の
有志生徒が、英語ガイドボランティ
アとして平和記念公園を中心に英語
で留学生を案内する「広島ガイド」を
行っています（写真）。留学生案内用の
ワークシートやパンフレットは、メ
ンバーで平和記念資料館などを見学
したり、慰霊碑巡りなどをしたりし
て、作成しています。

下野竜也氏 萩原麻未氏 藤村実穂子氏

　平和活動を行う同好会「Ｐ‐s
ステップ
tep」

を結成し、メンバーが碑巡りを行っ
たり（写真）、慰霊碑などを掲載した
ピースマップを作成したりしていま
す。また、より自発的な平和活動を考
えるために外部機関との交流も行っ
ています。昨年は、カトリック広島司
教区平和記念行事の青年プログラム
への参加や平和記念資料館の中･高校
生ピースクラブとの交流会で平和活
動の提案などを行いました。

　同好会「平和ゼミナール（p
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ポ ッ プ
OPを結成し、県

内のさまざまな平和活動に参加し、
他校の高校生と意見交換し交流を
行っています。活動の一つとして、広
島県高校生平和ゼミナールが主催す
る勉強会に参加。自国だけでなく世
界視野で平和活動を考える学びを
行っています。昨年は、同ゼミナール
の活動で、平和記念公園や縮景園な
どの慰霊碑巡りを行いました（写真）。
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藤倉大氏


